
　秋の学会（学術集会）シーズンも一段落した師走のはじめ
に，このあとがきを執筆しております．新型コロナ感染症
対策のため，オンラインが中心であった学術集会は，最近
では，集会現地への参加形式も増えてきているようです．
私も，いくつかの臨床検査関連学会の学術集会に直接参加
いたしました．やはり，多くの方々は，現地参加の良さ・
意義を感じておられるようでした．もちろん，オンライン参
加の便利さ・機動性は多くの方々が実感されるところです
が，現地にて生で意見・情報交換できることの素晴らしさ
は何物にも代えがたいと思われます．アフターコロナの，
さらに進化した学術集会の開催の在り方を願うものです．
　その一方，新型コロナ感染症は第 8波とも言われている
状況で，予断を許しません．コロナ下での発熱外来の逼
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を避けるため，抗原定性検査キットでの自己検査が促され
ている状況ですが，その適切な利用は広がっていないよう
です．体外診断用医薬品として未承認の「研究用」キット
が広く流通していることもあり，キットを使った自己検査
の精度をめぐっても課題があり，検査に携わる者にとって
は残念な状況です．
　さて，本号では，検体検査の本質に迫ることができる技
術講座が揃っています．正確な尿定性検査を実践するため
のコツ，臨床化学検査試薬検討の基礎，臨床検査試薬性能
評価に必要な統計手法，血液学的検査における異常データ
を見抜くコツですが，それぞれ，検体検査の精度確保を考
える上で，重要な論文ばかりです．また，各種連載欄も，
執筆者のおかげでやはり読み応え十分です．ぜひ，最後ま
でお目通しいただければと思います．
　本号がお手元に届く頃の状況を見通すことができません
が，新型コロナ感染症が収束していることを願うものです．
� （矢冨　裕）
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編集室より
　保健師向け雑誌を長く担当していた関係で，当時の著
者から連絡をいただくことがあり，先日，精神保健担当
の方が「3年間ほとんど本来の支援を行えず，自分は何
のために保健所にいるのか」とこぼされました．日本人
の死因はCOVID-19 だけではなく，より死亡数・平均
年齢が深刻な死因は多くあり，それを眼前にコロナ禍の
コロナ以外の禍を憂う方も多いのかと思います．発行時
にはより状況が改善されていることを祈ります．� （N）

症例から学ぶ
疾患と検査値の推移

　弊誌人気欄「疾患と検査値の推移」に過去掲載した記
事を選りすぐってまとめた一冊．臨床検査の現場でよく
遭遇する疾患について注目すべき検査指標やその推移を
解説．疾患ごとに症例を提示して，実際の場面を想定し
ながら学べる．
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